
























19 歳よりダンスを始め、EXILE PROFESSIONAL GYM にてインストラクターを務める。2007 年に、二代目 J Soul Brothers のメンバーに抜擢され、2009年2月25日に、アルバム『J Soul Brothers』でメジャーデビューを果たす。そして、同年 3
月1日に EXILE 新メンバーとして加入し、2011年には、THE SECOND from EXILE としても活動を始める。また、個人活動として 2011年に月刊 EXILE にて、自身が所長を務める『EXILE パフォーマンス研究所』の連載を開始する。 2014 年４月、
淑徳大学人文学部表現学科の客員教授に就任する。そして、2015年４月に EXILE ÜSA が活動を行っている DANCE EARTH PARTY の正式メンバーに選ばれる。2018 年 3 月、早稲田大学大学院スポーツ科学研究科を卒業。そのほか、役者とし
てドラマや舞台に出演するなど、さまざまな活動を展開し、エンターテインメントの可能性を広げている。

　気づけばこの連載も 76 回目、今まで
いろいろなことを好き勝手に喋らせてい
ただいておりますが、あらためて読み返
してみると、何だか自分の日記を読んで
いるみたいな感覚になります（笑）。ちょ
うど１年前の、2017 年 11月は、EXILE 
THE SECOND のツアーが始まったこと
が書いてあり、学生だったことも書いて
ありました！ 大学院を卒業してからまだ1
年も経っていないことにビックリするとと
もに、自分の中ではもう何年も前の出来
事のような感覚です。

　先日、大学院の同級生である青山学
院大学駅伝部の原監督が、出雲駅伝に
次いで全日本大学駅伝でも優勝し、大学
駅伝２冠を果たしました。 同級生と一言
で言うにはかなりおこがましいのですが、
活躍されている姿に勇気とパワーをいた
だきました !  今ではすっかり僕も大学駅
伝ファンです（笑）。 お正月の箱根駅伝
もしっかりと応援したいと思いますので、
監督も選手の皆様も頑張ってください。

　自分も見習って、今まで経験してきた
ことや勉強したことを、存分に生かして
DANCE の道を切り拓いて行きたいと気
合が入りました !

HAPPY競争
EXILE TETSUYA“男を上げる”Monthly Column 

　さてそんな中ですが、先日ツアーの合
間に、久しぶりの海外に行ってきました。
　行き先は南国タヒチ。撮影で行ったの
ですが、僕はコーヒーの他に実はスキュ
ーバダイビングのライセンスを持ってい
ます。それを知ってくださった雑誌『月
刊 DIVER』さんから、お話しをいただき、
海の中はもちろん、タヒチのたくさんの
素敵な場所で撮影をしていただきました。

　ダイビングは久しぶりだったのですが、
やはり海の中って宇宙ですね。普段生活
している地上では考えられないような光
景があたり一面に広がり、間違いなく人
間は住むことができない場所だし、長い
時間潜ってもいられないからこそ魅力的
で何度も潜って見に行きたいと思うんで
しょうね。生き物の生活やさまざまな地
形、海流に水圧、光と影が織りなす幻想
的な景色は、とにかく僕に刺激を与えて
くれます。この経験が、直接 DANCE に
はつながらないかもしれませんが、今ま
で知らなかった世界を体験することが、
これからの自分の表現に何かしらの影響
を与えてくれるような気がしてワクワクし
ています。まだまだ、見たことのない素
晴らしい海中がたくさん世界中にあると
思うので時間を見つけて潜りに行きたい
と思います。なので、どこかオススメの

ダイビングポイントがあったらぜひ教え
てください。

　普段あまり撮らないような写真や、素
敵すぎる海の中の世界をお届けできると
思いますので、12 月10日発売の月刊
DIVERをぜひお楽しみに !!

　南国から日本に帰ってきたら、もう紅
葉が見頃の季節になっていて、今年も
もう残りわずかだと気づかされました。
2018 年はみなさんにとってどんな年にな
っていますか？ この年末が過ぎれば、平
成最後の日までのカウントダウンが始ま
ります。そして、新しい年号になった次
の年には、2020 年の東京オリンピック、
パラリンピックの開催などさまざまなこと
が次 と々起こります。歴史的な瞬間を皆
さんと一緒に笑顔で健康に迎えることが、
僕の今の目標になっています。

　幸せなことに、やるべきことや成し遂
げたいこと、叶えたい夢を並べてみると、
たくさんあり過ぎて“時間が全然足りな
い！”なんて思ってしまいますが、焦らず
に一つひとつ形にしていくこと。そして、
それを継続することがとても大事だと思
います。

　まずは、現在行われているEXILE の
LIVE ツアーを無事に最後まで踊りきるこ
とが、僕にとっての目の前のやるべきこと
ですが、来年も再来年も、そして 2020
年以降も皆さんと一緒にワクワクし続け
て行きたいと思っています。だからこそ
今、僕たちが準備していることやチャレ
ンジしていることを、一つひとつ形にし、
それを皆さんと共有することこそが、夢
に繋がっていると信じています。

　少しだけ熱く語ってしまいましたが、あ
と少しの 2018 年をどれだけ HAPPY で
いられるか、皆さんぜひ一緒に競争しま
しょう(^o^)v
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